
目 的

平成６年に漁業者により決議された小型魚保護, 資源

管理組織強化等をうたった ｢三重県資源管理型漁業推進

決議｣ の円滑な推進及び小型魚再放流運動のスロ－ガン

｢大きくなったらまた会おう｣ の定着を図るために, 伊

勢湾内の主要漁業である小型機船底曳網漁業�以下, 小

底�を対象にマダイ, ヒラメ及びカレイ類等小型魚の漁

獲実態および混獲実態等を正確に把握し, 適正な資源管

理の指導に資する｡ なお, 小型魚再放流運動において,

マダイ, ヒラメ, カレイ類の再放流サイズはそれぞれ全

長����, ����, �	��と決められている｡

材料及び方法

１. 漁獲統計調査

伊勢湾内の小底には��種の許可がある｡ そのうちアサ

リ等貝類を主な漁獲物としている貝桁網 (以下, 貝桁),

マアナゴ等魚類とアカエビ�総称�等甲殻類を主な漁獲物

としているまめ板網 (以下, まめ板) について, 鈴鹿市

漁協若松支所, 同漁協本所 (白子), 伊勢市漁協有滝支

所, 同漁協東豊浜支所の平成８年から��年までの水揚げ

量及び水揚げ金額等を漁政課の沿岸漁業実態調査に基づ

き調査した｡ なお, 若松地区と白子地区, 有滝地区と東

豊浜地区はそれぞれ隣接している｡

２. 標本船調査

伊勢市漁協有滝支所所属の小底漁船３隻を標本船とし,

マダイの再放流サイズ以下の混獲状況を把握した｡ これ

らの小型魚は勿論再放流され, 市場に水揚げされること

はほとんどない｡ 調査期間は, 昨年度実施しなかった冬

季を中心ととし��月から３月までの４ヶ月で, 夜間操業

を対象とした｡

標本日誌の海図は有滝支所に所属の小底漁船が主に操

業する伊勢湾中南部海域を��
�四方に仕切った��漁場

(��
�～��
��) に分割し, 曳網毎の操業時間, 操業位

置及びマダイの小型魚混獲尾数を記帳依頼した｡ 解析に

あたって, 操業位置が２漁場以上にまたがる時は, その

程度の大きい漁場に割り当てた｡

結 果

１. 漁獲統計調査

各地区の平成８年から��年の漁獲量及び漁獲金額を図

１に示した｡ 貝桁の漁獲量中, 若松地区では平均�
�％,

白子地区では平均��
�％が魚類であった｡ まめ板の漁獲

量中, 若松地区では平均��
�％, 有滝地区では平均��
�％,

東豊浜地区では平均�	
�％が魚類であった｡

カレイ類が魚類の漁獲量および漁獲金額に占める割合

を表１に示した｡ なお, 有滝・東豊浜地区におけるヒラ

メはこのカレイ類に含まれているが, 経験上多くはカレ

イ類が占めると思われた｡ 各地区ともまめ板に占める割

合は比較的小さく, 漁獲量において魚類銘柄中, 若松地

区では３から６位, 有滝地区では３から４位, 東豊浜地

区では２から３位であった｡ 一方, 貝桁に占める割合は

大きく, 白子・若松地区ともカレイ類が漁獲物中もっと

も多かった｡ なお白子地区ではイシガレイがカレイ, マ

コガレイがモガレイ, メイタガレイがメイタとカレイ類

３種の漁獲状況が記録されている｡ カレイ類３種の中で

はイシガレイとマコガレイがほとんどを占め, 年変動は

あるものの, この２種で��
�から�	
�％を占めていた｡

カレイ類の単価について魚類銘柄中の順位を表２に示し

た｡ 漁法および占める割合に関わらず, 比較的高価で扱

われることがうかがえた｡

ヒラメが魚類の漁獲量および漁獲金額に占める割合を

表３に示した｡ カレイ類よりも漁獲量は少ない｡ 地区に

違いはあるものの, カレイ類同様, 貝桁のヒラメのほう

がまめ板のそれより魚類中に占める割合が大きかった｡

ヒラメの単価について魚類銘柄中の順位を表４に示した｡

単価ではカレイと同等かそれ以上の高値で扱われていた｡

三地区のまめ板におけるカレイ類の月別漁獲状況を図２

に示した｡ 東豊浜地区を除いて, ��月の漁獲が多く, 年

間の��％近くを��月で漁獲している年もあった｡ また１

月から５月までは漁獲が比較的少なかった｡ 有滝地区と

東豊浜地区は隣接しているにも関わらず, 漁獲状況に差

が認められる｡ これは漁具や漁場の違いなどが考えられ

る｡ 若松地区の貝桁におけるカレイ類の漁獲状況を図３

に示した｡ 最も多く漁獲している月が��月の年もあった
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